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以上、シパに関して植物学的な理屈をのべたが、私はグリーン上で一応南の方角をたしかめ、
傾斜を観察し、さらに葉面が光るかどうか、などを眺めてシバ目を判断しようと努める。念の
ため、キャデイさんに訊ねると大抵私の判断と違う答えが返ってくる。おそらく、プレーヤー
が次のテイグラウンドへ向かつて歩くことの繰り返しによって発生する接触屈性が案外シパ目
に大きな影響を与えるのであろう。
4.還暦の弁
昭和57年1月17日、私が茨木の社員として、生まれてはじめて東コースを廻ったときのスコア
は64+67=131、勿論OBも5つというでいたらくで、パット数も48、以来6年間、シパを植物学
的に観察してもパッテイングはさして上達せず、いまだに40近くである。
思い出せば子供の頃、私は旧満州の奉天、東陵ゴルフ場へ時々父に連れられて行き、半日ほ
どクラブで遊び、食事を楽しんだ記憶がある。戦後、茨木に住むようになっても、父の生前に
は私はゴルフに全く興味がなかったが、いざ自分が始めてみると、その予想以上のむつかしさ
にはとほと手を焼いている。我が家に近い、植物園のような美しい景色のなかで、親しい方々
とプレーする楽しさ、少しでも上手になりたいという多少の意欲が私にゴルフを続けさせてい
る。(始めた年齢)x(1I2) = (最高ハンデイキャップ)、という法則(経験則?)があるそうで、
私のハンデイはここ1年以上、まさにこの法則どおりの値で固定している。何とかこの法則の壁
を破りたい、というのが昭和63年度の私の目標である。
父が亡くなって足かけ10年になろうとしている。父の生前、私はクラブひとつ握ったことが
なかったが、このさい父の記録などを整理しておきたいと思い、先日西川市郎部長にお願いし
た。西川氏はご親切に昭和26年以来の茨木における父のコンペ全記録をまとめて下さった。我
が家に大小のカップがかなりの数があることは知っていたが、父の成績を数字として初めて眺
め(最高ハンデイキャップ7)、我が身の不肖ぶりを改めて認識するに至った。還暦を迎えるに
当たって、父に対する感謝と尊敬の念を新たにしたじだいである。 (IBARAKI，No.388、p.10-
13、1988)
「宇宙と地球と植物」
1.スコットランドのゴルフ場
平成元年の8月末からスコットランド、エジンパラ大学で聞かれた学会に私は出席しました。
渡欧前、茨木カンツリークラブで日頃ご一緒して頂いている方々から、「折角スコットランドに
行くなら、ぜひゴルフをしていらっしゃい」とすすめられていました。そこで会期中のある午
後、少し無理をして会議場を離れ、家内を伴って近郊のプレイズ (Braids)ゴルフコースに出か
けました。
事務所と小さな売庖だけで、日本のような立派なクラブハウスも無いこのコースを見てまず
ぴ、っくりしました。ハーフセットの貸しクラブを借り、ローストボールを2ダース買って小屋の
前の1番ティーグランドに立ちましたが、どちらへ向かつて打てば良いのかもわかりにくいとい
う、まるで野山に遠足に行った気分でした。次のホールへの道順は事務所でくれた略図だけが
頼りでした。プレーの結果については省略いたしますが、とに角、ゴルフの起源にたどりつい
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たような、貴重な体験だ‘ったことは確かです。
2. ゴルフ場の植物
一昨年の新年号でものべましたが、茨木のコースはまさに植物園さながらの美しさです。一
般に日本のコースはいずれも豊かな草花や樹木に囲まれており、われわれゴルファーは大変に
恵まれていると思います。プレイズで見た限り、スコットランドのゴルフ場では大きな樹木は
見かけず、大部分はエリカなどヒース(heath)の潅木とラフといってもいいくらいでした。実に
殺風景でしたが、この自然は北イングランドやスコットランドに特有で、 E.ブロンテの「嵐が
正」を連想させます。
私の印象を申しますと、プレイズのフェアウェイは茨木のラフ、グリーンは茨木のフェアウ
ェイ、といった感じで、ラフは膝の高さにも達する深さでした。ゴルファーがニッカーボッカ
ーズを着用する必要があるのが十分に理解できました。打ったホールがラフに入れば、そのボ
ールを見つけることも国難で、たとえ見つかったとしても打てない、という有様でした。プレ
ーの途中でボールを使い尽くしてしまい、因ったな、と思っていると、犬を連れたおじさん(あ
ちこちに数人うろうろしていました)が寄ってきて、“Wouldyou buy some balls?"といいま
す。おそらく私たちの様子を見ていたのでしょう。 4個で1ポンド (230円)でした。
ゴルフ場だけでなく、日本とスコットランドの自然をみますと、その植物相(植生といいま
す)の相違は極端です。また、スコットランドから西ドイツへ行きますと、その自然の日本以
上の美しさに感嘆します。豊かな自然に加え、奇麗に管理された家々の窓や庭には美しい花が
咲き誇っています。このように人々の住む自然環境はところによって随分と異なり、それがゴ
ルフコースの自然に反映されるのも当然でしょう。
3.自然破壊
美しい自然をもっ西ドイツ、あるいはオーストリアでも、よく観ると最近、樹々の様子が変
わってきているのがわかります。ここ数年のヨーロッパの森林破壊はかなりひどいようです。
西ドイツ、フライブルク近くの“黒い森"(Schwarzwald)の酸性雨による破壊が日本でもよく
報じられています。
日本でも酸性雨(最近“酸性霧"により被害が大きいと報じられています)による被害が出
はじめたといわれております。茨木でゴルフをしている限り、世界中で自然破壊が急速に進行
しているという実感は湧きませんが、昨年秋、コースの樹々が異常な顔を見せているように私
には感じられました。とくにメタセコイアの葉の色の変わり方が例年と違い、色がまだらで葉
が萎れてみえました。
日本列島の大部分は温帯に入札豊かな植生を誇っており、樹木、草本の種類が多く、四季
の移り変わりは詩になり、絵画になります。日本の植物は日本古来の雅ぴな心の一つの基盤に
なっております。南欧を除くヨーロッパの冬は厳しく長く、その問自然は針葉樹だけが植物と
いっていいほどで、いわば植物に飢えているため、人々は春を“einschoner Monat Mai"とい
ってまちこがれます。もちろん冬でも庭に草花を育て、部屋にも花を飾りますが、ヨーロッパ
の人々はこのために大変な努力を払っています。
植物を愛する気持ちに日欧の違いはないと私は思います。しかし、ヨーロッパでは人聞が余
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程の努力をしなければ植物は育ちませんが、日本は気候に恵まれているため、私たちの周囲に
は豊かに植物が育っていますD むしろ、私たちの日常では“雑草"に悩まされることのほうが
普通です。たしかに雑草、とくにアメリカなどから侵入してきた雑草が大変で、畑、水田、そ
れにゴルフコースでも農薬を使い、雑草の除去に苦労します。つまり、日本人にとって植物は
必要な存在であるだけでなく、時には邪魔なものといえるでしょう。
4.植物の重要さ
地球上の森林は主として酸性雨や伐採のため年に1000万ヘクタール以上が破壊され、現在で
はかつての3分のlの総計40億ヘクタールに減少していることがわかっています。
現在、世界の人口は50億あまりで、食糧について考えみると、コムギ、イネ、トウモロコシ
など穀物の生産量は年間10億トンたらずです。今の日本は「飽食の時代」といわれていますが、
アフリカなどの第三世界では飢えた人が多いのも当然でしょう。
少し理屈っぽい話しになりますが、糖やデンプンなど農作物、食糧を生産する植物の働きは
“光合成(炭酸同化作用)"という生理的機能によっています。式で表わすと次のようになります。
6C02 + 
(二酸化炭素)
太陽光線
v 
6H20 工 C6H1206 + 602 
(水) (ブドウ糖) (酸素)
つまり、緑色植物の光合成により二酸化炭素を吸収し、太陽光のエネルギーを利用してすべ
ての食糧の原料となるブドウ糖を生産し、同時に酸素を放出します。いままでのところ、森林
など植物は1年に230億トンの二酸化炭素を吸収し、 130億トンの酸素を放出しています。食糧を
生産し、二酸化炭素を吸収し、そして酸素を放出するという植物の働きで、地球上の人間を含
む全生物が生存できるわけです。
5.地球の危機
いま“温室効果"という言葉が新聞などによく現われます。大気中の二酸化炭素の濃度は暫
く前までは0.03%という値でした。ところが現在その濃度は0.04%にも上昇したといわれます。
このため成層圏で太陽光の反射熱が地球上にはね返され、ちょうど温室のように地球の温暖化
がおこりつつあるわけです。地球が温暖化すると極地の氷が溶けて海面が上昇し、日本やヨー
ロッパの一部は海中に沈み、世界の植生が変わって、地球は破滅に瀕するでしょう。
温室効果の原因は2つあります。 1つは石油の消費で、現在年間50億トンの石油(平均1人当た
り1トン)が消費され、大量の酸素を燃やし、大量の二酸化炭素や酸性雨の原因となる大気汚染
をひきおこす物質を放出します。 2つ目は森林破壊で、このため二酸化炭素の吸収が落ち、石油
消費と植物の光合成のバランスが崩れて二酸化炭素の濃度が上昇し、酸素の濃度が減少するわ
けです。
自然の調和の崩れかかっているこの期に及んでも、私は今さら石油消費を抑えることは無理
ではないかという気がします。一旦文明の思恵に浴した人類は原始生活に戻ることはできない
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でしょう。本誌1月号で真崎貞夫氏が指摘しておられるように、「エゴ八分目」ができれば改善
の余地はありましょう。しかし、 2つ目の森林、植物の育成は努力しだいで可能ではないかと思
います。幸い、今春大阪で“花と緑の万博"が開かれます。これが人類の未来を真剣に考え、
自然の調和を回復するため、真に植物というものを理解するための博覧会であってほしいと私
は願っています。
6.植物のバイオテクノ口ジー
バイテクばやりのこの頃です。試験管育ちのカーネーションとか、病気に強いトマトとか、
面白い例としては“オレタチ(オレンジとカラタチ)"あるいは“ポマト(ジャガイモとトマト)" 
なと手の雑種をパイテクで作る話が新聞にもよく掲載されています。こうして、人間にとって都
合のよい植物を短時間で大量に作ろうというのがバイテクのねらいです。
1930年以後、植物ホルモンが発見されて以来、植物の組織培養という技術が進歩しました。
さらに現在では分子生物学という分野が発展したため、パイテクが盛んになってきました。植
物を用いてこの技術がよく用いられるのは、植物に“分化全能性"という能力が備わっている
からです。“分化全能性"とは、植物のどの部分、たとえば生長点、あるいは葉とか茎の一部を
切りとって、試験管内でホルモンを含む培養液で培養すればもとの植物に発育できる能力のこ
とです。これは動物には見られない能力で、現在では細胞1個から培養によってもとの植物個体
が分化生育するという全能性が証明されています。
また、異なった種類の植物から裸の細胞(細胞壁という外壁を除いたもの)を調製し、これ
らを融合させ(遺伝子を混ぜる一遺伝子導入ともいう)、培養すると合いの子植物ができます(オ
レタチやポマトの例)。
さらに植物に遺伝子を導入する方法として、植物に寄生して腫蕩を作る土壌細菌に必要な遺
伝子を組み込み、この遺伝子 (T-DNA)を植物の遺伝子(ゲノムDNA)に組み込ませるという方
法があります。この土壌細菌を用いて遺伝子を植物に導入し、分化全能性を利用して有用な植
物を作る、という方法は現在のところ穀物として重要なムギやイネなどイネ科植物ではうまく
行っていません。また、特定の遺伝的な性質を表わす特定の遺伝子がはっきりしていないこと
も遺伝子導入技術の問題点であります。
いずれにしろ、バイテクを利用して植物の育種をおこない、食糧の増産や有用物質の生産を
能率よく行う可能性がでてきたことは結構なことですが、同時にその限界もよく承知しておく
ことが大切だろうと思います。
7.宇宙科学
数年前から私は宇宙科学の国際協力に関与し、そのなかの植物部門の研究をしております。
プログラムの一つにCELSS(Closedecologicallife supporting system)というものがあり、宇宙
船の中で長期にわたって人聞が自給自足して生きてゆこうという目的をもっ計画です。宇宙空
間で植物を育て、その生産物である食糧と酸素を人聞が消費し、人間の排出する二酸化炭素や
尿(水分とミネラル)その他を植物が吸収する循環系を作ることを目標とします。
現在まで宇宙飛行士ら人間の宇宙空間(主として無重力状態)における生理学は比較的よく
研究されてきています。しかし、人聞が長時間生存するためにはどうしても植物の共存が必要
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になります。そこでNASAやヨーロッパ宇宙機構、それに日本のお役所も宇宙科学の中に植物学
の研究をとり入れるようになったわけです。
無重力という条件が植物にどのように影響するか、というのが私たちの研究テーマです。ご
承知のように、植物の茎は上に向かつて、根は下に向かつて伸びます。もし植物を水平に横た
えますと、茎は上方へ、根は下方へ曲がります。この現象を"重力屈性"といいますD このよ
うな屈性は、植物が重力の方向を感受し、植物ホルモンの働きによっておこることが知られて
います。
無重力状態では植物はどちらへ向いて成長してよいのかわからないばずですから、宇宙では
地球上と同じように植物が繁茂することはないでしょう。では、一体どうすれば宇宙船内で植
物を生育させ、人間と共存させるか、が問題です。バイオテクノロジーを利用して、無重力状
態でも成長し、花を咲かせ、実をつける有用植物を作ればよいのかも知れませんO このような
宇宙科学や宇宙植物学には莫大なお金がかかります。私自身は宇宙より地球に興味と愛着があ
りますので、国が同じお金を使うなら地球上の植物の繁茂のために使ってもらうほうが人類の
役に立つのではないかと、心の中で、は，思っております。もっとも、宇宙植物学の研究が進めば、
それがとりもなおさず地球上の植物や人類の役に立つ可能性があり、私もそれを願っているわ
けです。私たちの住む地球は巨大な宇宙船であると考えることもできるわけで、宇宙のCELSS
から地球のCELSSを考え直せば、地球の未来は明るくなるにちがいありません。
8. おわりに
消費文明が行き過ぎた先進国と、人口が激増し砂漠化が進みつつある第三世界、という両極
端の面をもっ地球上では、少なくとも植物や森林の育成と回復が焦眉の急であることに疑いは
ありません。いまではもうすでに遅きに失しているのではないか、と私はおそれています。
美しい茨木のコースを廻りながら周囲の植物を眺めるときには、皆さまどうぞ地球上の人類
の生存に不可欠な植物の役割を思いおこして下さい。 (IBARAKI，No.413、1990年2月号)
「宇宙農業へかける夢ー無重力状態での植物育成」
今や、人類の宇宙への進出はめざましいものがある。将来、人類が宇宙で生活するとすれば、
さまざまな条件がそろわなければならないであろう。その中の一つに“宇宙農業"という発想
がある。
宇宙、すなわち無重力状態で果たして植物が生育し、開花結実するのだろうか。それには、
まず植物の重力に対する反応の機構を知る必要がある。植物は、茎葉を上に向け、根を地中で
下方に向けて生育する。地球上では、こうして植物の体づくりや、光合成などいろいろな生理
的機能が営まれている。中には、幼い頃理科の教科書で、植物を横たえると茎葉は上に、根は
下に向くという「重力屈性jの実験図を思い出す人もいるかもしれない。
現在の地球を見ると、汚染は広がり、酸性雨や二酸化炭素濃度の上昇は著しく、気候異常や
森林破壊が進行しつつある。人類を含むすべての生物が生存するために不可欠な緑色植物の育
成について“宇宙農業"を通じて考えることが、現在の地球環境の改善につながれば幸である。
本稿では、宇宙農業への夢をつなぐ第一歩として、植物と重力の関係について特に植物の根
